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■ 総　説 ■
Ⅰ．はじめに
　子どもが入院し，手術を受けることは，身体面だけで
なく心理面に対しても苦痛をもたらす出来事である．手
術を受ける子どもの多くに，不安・恐怖・緊張などの
感情が生じ，これらの状態が継続すると，夜泣き・夜
尿・食欲低下・親への過度な依存といったネガティブな
健康状態につながる可能性がある（Vagnoli，Caprilli，
Robiglio & Messeri，2005，Ziegler & Prior，1994）．な
かでも，不安が最も顕著であり（Brewer，Gleditsch，
Syblik，Tietjens，& Vacik，2006，田中，丸，2016），
その要因の一つとして，手術に対する明確な理解がな
いことで引き起こされる（Brennan，1994，Vaughn，
Wichowski，& Bosworth，2007）と指摘されている．
また，退院後の心理的混乱は，子どもの「入院の趣旨
に対する理解」，「病気に対する自覚」などと関連があ
ることが明らかとなっている（涌水，尾関，上別府，
2005）．手術を受ける子どもに対して，過剰な不安や恐
怖を軽減するための介入は重要であるが，子どもは発達
段階にあるため，小児期独特の配慮が必要となる．日本
では，子どもの入院や病気に対する心理的反応と，その
対応に関する著書や訳本が，1970年代から出版され始
めたと言われている（及川，2002）．1990年に国連総会
において「児童の権利に関する条約」が発効され，1994
年に日本が批准して以後，子どもは権利を行使する主体
であると位置づけられ，1999年に小児看護領域の業務
基準として，日本看護協会から，「小児看護領域で特に
留意すべき子どもの権利と必要な看護行為」が出された．
これらのなかの，説明と同意に関する権利を保障する援
助の一つとして，プレパレーションが注目されている．
プレパレーションとは，準備すること，準備されている
ことと訳されるが，小児医療のなかでは，子どもの心理
的な混乱を和らげるために，心の準備を促すことを目的
として取り組まれているが，その重要な要素の一つとし
て，「子どもに正しい知識を提供すること（Tompson & 
Stanford，翻訳．2000）」であると言われている．
　これまで，日本で手術を受ける子どもに対するプレパ
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　本研究の目的は，日本で計画手術を受ける子どもに対する，プレパレーションの効果に関する研究の動向と知見を明
らかにし，今後の課題を展望することである．医学中央雑誌を用いて，1995 ～ 2016年までに発表された35件について，
研究の動向およびプレパレーションの説明内容および効果に関する知見について検討した．
　その結果，心理的混乱，不安や恐怖心の軽減といった情緒，対処能力や協力行動といった行動，理解や納得ができた
かについて検討され，子どもに対する説明の有効性が示されていた．
　今後の課題は，エビデンスレベルの高い研究デザインの検討，生理指標，心理量および行動アセスメントを組み合わ
せて評価することが考えられた．
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レーションに関する文献検討には，松田，中新（2012）
による手術室看護師が行うプレパレーション実践の現状
を明らかにしたもの，吉田，今西，山田（2005）による
幼児・学童期の子どもを対象としたプレパレーション実
践に焦点を当てた研究の動向と今後の課題を検討してい
るもの，涌水，上別府（2006a）による，プレパレーショ
ンの定義を，医療者の関わりおよび病院環境等に対する
子どもの居場所への配慮として幅広く捉え，検査・処置
や手術を受ける子どもに対するプレパレーション研究で
得られた知見を統合しているものなどがある．しかし，
日本が子どもの権利条約を批准した，1995年から現在
（2016年）までの，計画手術を受ける子どもに対する，
プレパレーションに関する研究の動向や知見を明らかに
したものは見当たらなかった．
　そこで本研究は，1995年から2016年9月までの文献
を対象に，日本で計画手術を受ける子どもに対するプレ
パレーション実践に関する研究の動向と，子どもに対す
る説明内容およびその効果に焦点を当てた分析で得られ
た知見を明らかにし，今後の課題を展望することを目的
とした．
Ⅱ．研究方法
　医学中央雑誌Web（Ver. 5）で，「プレパレーション/
プリパレーション」「手術」をkey wordsとし，計画手
術を受ける子どもに対する，プレパレーションによる効
果を評価している研究論文に焦点を当て，検索した．解
説・総説，文献レビュー，本文中にプレパレーションの
用語が使用されていないもの，日帰りや緊急手術，対象
に子どもを含まないもの，障がいのある子どもに関する
研究は除外した結果，57件抽出された．CiNiiにて同様
の手順で検索し，検索漏れがないことを確認した．
　次に，プレパレーション内容の記載がないものや，子
どもに対する手術とそれに伴う入院に関連する説明で
はないものを除外した．文献は，Polit & Beck（翻訳．
2010）を参考に，無作為化比較試験を実験研究，簡易サ
ンプリングによる比較研究もしくは前後比較によるもの
を準実験研究，実験・準実験研究以外はその他に分類し
た．
　対象文献は，手術やそれに伴う入院に関する子どもへ
の説明内容が，子どもや保護者に対して，どのような効
果に関連付けられているかを検討するために，プレパ
レーションの内容と結果に焦点を当てて検討した．
Ⅲ．結　　果
　35件（表1）が抽出されたため，それらを分析対象と
した．
1．研究の動向
　実験研究が2件，準実験研究が5件，その他が28件で
あった．
1）研究の年次推移
　発表の年次推移（括弧内は比較研究）は，1900年代0
件，2000―2004年で1（0）件，2005―2009年で15（4）件，
2010―2014年で16（3）件，2015―2016年（ただし9月まで）
で3（0）件であった．2005年までは，報告件数が少な
い状況であったが，2006年以降は，継続的に取り組ま
れていることがわかった．
2）研究デザイン
　実験研究は，二重盲検法を用いたランダムサンプリン
グ比較試験，準実験研究は，入院時期や場所別による簡
易サンプリング比較試験であった．その他は，全例，介
入群のみ設定されていた．
3）対象者の概要
　対象者の選定基準は，全身麻酔を受ける子どもに対す
るものが14件であった．鼠径ヘルニア手術などの身体
侵襲が比較的低く，短期入院の子どもを対象としている
ものが12件であった．腎臓移植や心臓手術など身体侵
襲が高く，入院が長期間になることが予測されるものが
9件であった．
　年齢は，2 ～ 15歳の子どもを対象としていた．
　対象者数は，10名以内が21件で事例報告であった．
10―20名は4件，20名以上は10件であった．実験・準実
験研究は，10名以上の子どもを対象としていたが，サ
ンプルサイズに関する妥当性の検討はされていなかった．
4）研究目的
　プレパレーションによる介入効果について，心理的混
乱，不安や恐怖心の軽減といった情緒，対処能力や協力
行動といった行動，理解や納得ができたかなどについて
検討していた．
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子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
表
1　
計
画
手
術
を
受
け
る
子
ど
も
へ
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
文
献
の
概
要
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N
o
著
者
，
発
表
年
対
象
者
の
選
定
基
準
年
齢
対
象
数
研
究
目
的
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
方
法
評
価
時
期
主
な
結
果
時
期
主
な
内
容
ツ
ー
ル
生
理
指
標
心
理
量
行
動
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
そ
の
他
手
術
目
的
術
前
の
体
験
術
後
の
体
験
7
鈴
木
ほ
か
．
20
07
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3
―
1
2
歳
60
名
（
介
入
群
3
0
名
，
比
較
群
30
名
）
手
術
に
対
す
る
心
理
的
な
準
備
や
対
処
能
力
を
高
め
る
効
果
を
有
す
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
手
術
室
入
室
か
ら
麻
酔
導
入
に
関
す
る
こ
と
な
し
紙
芝
居
，
医
療
器
具
，
パ
ペ
ッ
ト
な
し
な
し
・
看
護
師
：
フ
ェ
イ
ス
ス
ケ
ー
ル
な
し
手
術
前
・
手
術
室
入
室
か
ら
麻
酔
導
入
時
ま
で
，
介
入
群
の
ほ
う
が
，
有
意
に
肯
定
的
な
表
情
で
あ
っ
た
．
　
そ
の
他
28
件
8
宮
崎
．
20
15
ア
デ
ノ
イ
ド
切
除
術
，
口
蓋
扁
桃
摘
出
術
5
歳
1
名
子
ど
も
の
不
安
や
恐
怖
な
ど
の
心
理
的
苦
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
事
例
検
討
す
る
こ
と
．
手
術
前
バ
イ
キ
ン
を
や
っ
つ
け
る
た
め
術
前
処
置
，
手
術
室
と
そ
こ
で
行
わ
れ
る
処
置
術
後
の
安
静
や
制
限
，
術
後
の
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
紙
芝
居
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
点
滴
の
絵
を
見
た
と
き
は
驚
く
様
子
で
あ
っ
た
が
，
説
明
す
る
と
落
ち
つ
い
た
．
・
点
滴
挿
入
時
は
涙
目
に
な
る
が
，
暴
れ
ず
に
終
了
で
き
た
．
・
手
術
室
で
の
母
子
分
離
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
．
・
手
術
室
で
の
麻
酔
覚
醒
時
は
，
激
し
く
啼
泣
し
た
．
・
術
後
の
処
置
は
，
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
た
．
9
中
村
ほ
か
．
20
15
心
臓
手
術
3―
5
歳
3
名
子
ど
も
の
反
応
や
行
動
の
変
化
と
保
護
者
の
思
い
を
知
り
，
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
手
術
や
術
前
に
行
う
処
置
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
術
や
術
後
に
行
う
処
置
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
・
子
ど
も
に
と
っ
て
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
よ
る
介
入
は
，
遊
び
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
，
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
を
受
け
止
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
．
・
術
前
の
処
置
や
手
術
室
へ
の
入
室
に
つ
い
て
は
，
泣
い
て
嫌
が
る
子
と
嫌
だ
と
言
う
が
処
置
を
受
け
れ
た
子
が
い
た
．
10
男
乕
ほ
か
．
20
15
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
6
歳
6
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
手
術
室
内
で
の
処
置
な
し
写
真
，
医
療
器
具
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
手
術
後
・
ツ
ー
ル
に
全
員
興
味
を
示
し
た
．
・
手
術
室
へ
の
入
室
か
ら
麻
酔
導
入
ま
で
，
泣
い
た
り
嫌
が
る
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
・
手
術
室
で
の
麻
酔
覚
醒
時
は
，
泣
く
子
と
泣
か
な
い
子
が
い
た
．
11
石
川
ほ
か
．
20
14
全
身
麻
酔
下
の
手
術
2
―
1
2
歳
22
名
使
用
す
る
ツ
ー
ル
の
違
い
に
よ
る
介
入
効
果
の
差
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
手
術
室
内
で
の
処
置
な
し
D
V
D
，
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
手
術
後
・
子
ど
も
は
，
D
V
D
視
聴
を
好
む
方
が
多
か
っ
た
が
，
女
児
だ
け
で
見
る
と
差
は
な
か
っ
た
．
・
保
護
者
は
，
D
V
D
の
方
が
子
ど
も
の
不
安
が
軽
減
し
た
と
回
答
し
た
者
が
多
か
っ
た
．
12
松
本
ほ
か
．
20
14
全
身
麻
酔
下
の
手
術
2
―
1
2
歳
16
名
子
ど
も
と
保
護
者
の
不
安
を
最
小
限
に
し
た
安
心
・
安
全
な
看
護
を
提
供
で
き
た
か
検
証
す
る
こ
と
手
術
前
な
し
手
術
室
内
で
の
処
置
な
し
写
真
，
医
療
器
具
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
・
子
ど
も
か
ら
，
怖
か
っ
た
と
い
う
言
動
な
し
．
・
3
歳
以
上
は
安
全
に
麻
酔
の
導
入
が
で
き
た
が
，
3
歳
以
下
は
母
子
分
離
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
か
っ
た
．
・
保
護
者
は
，
安
心
で
き
た
と
い
う
肯
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
．
13
中
村
ほ
か
．
20
14
術
後
に
創
外
固
定
器
を
す
る
整
形
手
術
8
歳
1
名
術
後
の
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
治
療
の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
入
院
に
関
す
る
こ
と
術
後
の
処
置
，
痛
み
に
つ
い
て
，
リ
ハ
ビ
リ
や
治
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
絵
本
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
子
ど
も
は
，
術
直
後
か
ら
創
外
固
定
器
の
あ
る
下
腿
を
見
る
こ
と
が
で
き
，
4
日
目
に
は
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
・
保
護
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
，
子
ど
も
の
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
．
14
北
島
ほ
か
．
20
13
全
身
麻
酔
下
の
手
術
4
―
1
5
歳
21
名
現
行
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
手
術
前
後
の
処
置
の
流
れ
な
し
絵
本
な
し
な
し
な
し
・
子
ど
も
と
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
・
子
ど
も
は
，
手
術
の
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
．
・
多
く
の
子
ど
も
の
不
安
や
恐
怖
が
軽
減
し
た
．
・
4―
8
歳
の
子
ど
も
の
中
に
は
，
恐
怖
心
が
増
強
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
た
．
15
小
林
ほ
か
．
20
13
全
身
麻
酔
下
の
手
術
2―
7
歳
5
名
子
ど
も
と
保
護
者
へ
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
手
術
前
な
し
手
術
室
内
の
様
子
と
処
置
な
し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
，
医
療
器
具
，
パ
ペ
ッ
ト
人
形
な
し
な
し
C
H
E
O
PS
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
手
術
後
・
C
H
E
O
PS
の
値
は
，
低
値
で
あ
っ
た
．
・
子
ど
も
は
，
手
術
室
に
お
い
て
，
効
果
的
な
対
処
行
動
が
と
れ
て
い
た
．
・
保
護
者
の
手
術
に
対
す
る
理
解
が
促
さ
れ
，
子
ど
も
と
保
護
者
の
心
の
安
定
に
つ
な
が
っ
た
．
計画手術を受ける子どものプレパレーションの効果に関する文献検討 15
N
o
著
者
，
発
表
年
対
象
者
の
選
定
基
準
年
齢
対
象
数
研
究
目
的
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
方
法
評
価
時
期
主
な
結
果
時
期
主
な
内
容
ツ
ー
ル
生
理
指
標
心
理
量
行
動
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
そ
の
他
手
術
目
的
術
前
の
体
験
術
後
の
体
験
16
能
勢
ほ
か
．
20
13
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
9
歳
10
名
子
ど
も
の
不
安
が
軽
減
し
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
全
身
麻
酔
導
入
時
の
処
置
な
し
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
手
術
前
・
手
術
室
に
一
人
で
入
れ
る
子
ど
も
が
増
加
し
た
．
・
手
術
室
内
の
ベ
ッ
ト
に
自
ら
横
に
な
れ
る
子
ど
も
が
増
加
し
た
．
・
説
明
に
使
用
し
た
器
具
に
興
味
を
持
ち
，
触
っ
た
り
，
質
問
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
・
保
護
者
か
ら
見
た
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
の
子
ど
も
の
様
子
は
，「
楽
し
そ
う
・
変
化
な
し
」
が
60
％
，「
不
安
そ
う
」
が
40
％
で
あ
っ
た
．
17
小
野
寺
ほ
か
．
20
13
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
8
歳
5
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
術
前
と
手
術
室
内
で
の
処
置
に
つ
い
て
な
し
冊
子
，
ぬ
い
ぐ
る
み
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
手
術
後
・
全
例
，
手
術
室
へ
の
入
室
時
に
緊
張
，
恐
怖
，
不
安
を
示
す
言
動
が
あ
っ
た
．
18
山
内
ほ
か
．
20
13
ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
の
装
着
と
脊
椎
後
方
固
定
手
術
5
歳
1
名
術
後
の
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
手
術
・
治
療
の
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
手
術
後
ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
装
着
に
つ
い
て
（
術
後
の
疼
痛
説
明
は
な
し
）
な
し
術
後
の
処
置
紙
芝
居
，
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
手
術
後
・
術
後
の
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
受
け
止
め
る
一
助
と
な
っ
た
．
・
ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
の
装
着
に
つ
い
て
は
理
解
が
で
き
て
い
た
が
，
そ
れ
に
よ
る
痛
み
が
起
こ
る
と
い
う
予
測
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
．
19
川
口
ほ
か
．
20
12
術
後
に
遮
蔽
す
る
眼
科
手
術
3
―
1
0
歳
6
名
子
ど
も
の
心
理
的
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と
で
周
手
術
期
を
安
全
に
過
ご
せ
る
の
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
入
院
生
活
，
手
術
に
伴
う
処
置
つ
い
て
，
点
滴
や
内
服
術
後
の
処
置
紙
芝
居
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
術
後
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
な
か
っ
た
．
・
術
直
後
に
興
奮
状
態
が
あ
っ
て
も
，
看
護
師
の
声
掛
け
で
早
期
に
落
ち
着
い
た
．
20
菊
地
ほ
か
．
20
12
ア
デ
ノ
イ
ド
切
除
術
，
口
蓋
扁
桃
摘
出
術
3
―
1
0
歳
8
名
手
術
決
定
時
か
ら
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
の
検
証
を
す
る
こ
と
．
入
院
前
手
術
前
バ
イ
キ
ン
が
つ
い
て
熱
が
出
る
，
喉
が
痛
く
な
る
，
い
び
き
が
大
き
い
，
入
眠
中
に
息
が
止
ま
る
術
前
の
処
置
，
使
用
す
る
医
療
器
具
の
説
明
，
手
術
室
看
護
師
の
紹
介
術
後
の
処
置
絵
本
，
紙
芝
居
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
術
後
2
日
退
院
日
・
子
ど
も
は
，
集
中
し
て
話
を
聞
け
て
い
た
．
・
手
術
前
後
の
処
置
時
に
暴
れ
る
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
・
手
術
室
内
で
泣
く
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
21
佐
藤
ほ
か
．
20
11
生
体
腎
移
植
8
―
1
4
歳
7
名
各
事
例
の
反
応
か
ら
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
腎
移
植
に
つ
い
て
術
前
の
処
置
術
後
の
検
査
や
処
置
，
術
後
の
生
活
に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
参
加
観
察
・
子
ど
も
お
よ
び
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
他
職
種
か
ら
な
る
事
例
検
討
会
の
意
見
交
換
内
容
手
術
前
手
術
後
・「
頑
張
れ
そ
う
」
と
前
向
き
な
発
言
も
あ
れ
ば
「
こ
わ
い
」「
泣
く
」
と
い
っ
た
反
応
も
あ
り
様
々
で
あ
っ
た
．
22
島
ほ
か
．
20
10
全
身
麻
酔
下
の
手
術
5
―
1
2
歳
16
名
手
術
室
内
で
行
う
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
（
疾
患
，
麻
酔
，
手
術
に
つ
い
て
：
詳
細
不
明
）
術
前
の
処
置
，
使
用
す
る
医
療
器
具
の
説
明
，
術
前
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
術
後
の
経
過
：
詳
細
不
明
）
写
真
，
手
術
室
へ
の
事
前
訪
問
な
し
な
し
な
し
・
子
ど
も
お
よ
び
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
・
手
術
室
内
の
見
学
は
緊
張
し
た
7
例
，
怖
か
っ
た
3
例
，
面
白
か
っ
た
3
例
，
室
内
環
境
の
感
想
7
例
で
あ
っ
た
・
不
安
が
軽
減
12
例
，
不
明
2
例
，
不
安
が
増
強
2
件
で
あ
っ
た
23
山
本
．
20
10
膀
胱
尿
管
逆
流
4
歳
2
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
な
し
術
後
の
処
置
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
術
後
に
泣
き
な
が
ら
も
，
動
か
ず
に
処
置
を
受
け
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
．
24
森
下
．
20
09
気
管
切
開
術
6
歳
1
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
気
管
切
開
の
必
要
性
な
し
術
後
に
体
験
す
る
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
分
け
て
説
明
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
術
後
の
危
険
行
為
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．
・
術
後
の
処
置
に
対
し
て
拒
否
す
る
こ
と
な
く
協
力
す
る
動
作
が
認
め
ら
れ
た
．
25
北
山
ほ
か
．
20
09
斜
視
手
術
4 ―
6
歳
2
名
子
ど
も
の
不
安
が
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
（
手
術
前
後
の
流
れ
：
詳
細
不
明
）
術
後
の
眼
帯
や
点
眼
に
つ
い
て
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
自
作
の
ス
コ
ア
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
手
術
後
・
術
後
の
眼
帯
装
着
は
，
全
例
，
泣
い
た
り
嫌
が
る
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
・
術
後
の
点
眼
は
，
泣
い
て
嫌
が
る
子
ど
も
と
そ
う
で
な
い
子
ど
も
が
い
た
．
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N
o
著
者
，
発
表
年
対
象
者
の
選
定
基
準
年
齢
対
象
数
研
究
目
的
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
方
法
評
価
時
期
主
な
結
果
時
期
主
な
内
容
ツ
ー
ル
生
理
指
標
心
理
量
行
動
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
そ
の
他
手
術
目
的
術
前
の
体
験
術
後
の
体
験
26
矢
田
ほ
か
．
20
09
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
6
歳
28
名
外
来
・
病
棟
・
手
術
室
が
連
携
し
な
が
ら
行
っ
た
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
入
院
前
手
術
前
な
し
術
前
の
処
置
な
し
絵
本
，模
型
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
入
院
前
手
術
前
手
術
後
・
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
処
置
を
納
得
し
て
受
け
て
い
た
．
・
保
護
者
は
子
ど
も
が
頑
張
っ
て
手
術
室
に
入
れ
た
と
と
ら
え
て
い
た
．
27
石
川
．
20
07
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
周
辺
疾
患
4―
6
歳
6
名
手
術
に
対
し
て
前
向
き
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
・
実
施
し
，
手
術
に
対
す
る
準
備
状
況
・
取
り
組
み
の
実
際
か
ら
，
介
入
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
手
術
後
な
し
術
前
の
処
置
・
制
限
・
苦
痛
に
が
あ
る
こ
と
と
と
そ
の
対
処
方
法
術
後
の
処
置
・
制
限
・
苦
痛
が
あ
る
こ
と
や
そ
の
対
処
方
法
模
型
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
研
究
者
（
看
護
師
）
に
よ
る
参
加
観
察
・
子
ど
も
，
保
護
者
，
研
究
者（
看
護
師
）
と
の
や
り
と
り
の
逐
語
録
・
看
護
師
の
記
載
し
た
診
療
録
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
手
術
後
・【
手
術
に
前
向
き
に
取
り
組
め
た
群
】
と
【
手
術
後
の
苦
痛
の
表
出
や
痛
み
へ
の
対
応
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
群
】
に
分
か
れ
た
．
・【
手
術
後
の
苦
痛
の
表
出
や
痛
み
へ
の
対
応
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
群
】
は
，
術
後
の
痛
み
や
親
と
の
分
離
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
が
与
え
ら
れ
ず
，
親
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
十
分
に
得
ら
れ
な
た
め
，
不
安
を
十
分
に
表
出
で
き
な
い
ま
ま
手
術
に
臨
ん
で
い
た
．
28
小
椋
ほ
か
．
20
07
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
5
歳
8
名
保
護
者
が
自
宅
で
行
う
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
術
前
の
処
置
，
手
術
室
に
つ
い
て
な
し
人
形
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
・
自
宅
で
保
護
者
が
説
明
を
行
っ
た
こ
と
で
，
子
ど
も
は
落
ち
着
い
て
説
明
を
聞
く
事
が
で
き
た
．
・
術
前
の
処
置
は
泣
い
て
拒
否
す
る
子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
．
・
手
術
室
に
入
る
場
面
，
術
後
の
酸
素
マ
ス
ク
着
用
，
術
後
の
検
温
，
座
薬
使
用
の
場
面
で
泣
い
た
り
，
拒
否
す
る
子
ど
も
が
1―
2
名
い
た
．
29
葛
葉
ほ
か
．
20
07
全
身
麻
酔
下
の
手
術
3―
5
歳
5
名
子
ど
も
が
手
術
に
関
す
る
経
過
を
理
解
し
，
積
極
的
に
参
加
で
き
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
（
手
術
の
こ
と
：
詳
細
の
記
載
な
し
）
術
前
の
処
置
，
手
術
室
入
室
に
つ
い
て
術
後
の
処
置
模
型
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
子
ど
も
，
保
護
者
，
看
護
師
と
の
や
り
と
り
の
逐
語
録
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
・
手
術
室
へ
の
入
室
時
の
子
ど
も
の
行
動
と
し
て
，
積
極
的
な
反
応
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
【
受
容
的
な
行
動
】【
人
形
や
模
型
に
対
す
る
興
味
】【
手
術
に
対
し
て
知
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
】
が
分
類
さ
れ
，
消
極
的
な
反
応
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
【
拒
否
的
な
行
動
】【
無
関
心
を
装
う
行
動
】
に
分
類
さ
れ
た
．
30
埜
口
ほ
か
．
20
07
ア
デ
ノ
イ
ド
切
除
術
，
口
蓋
扁
桃
摘
出
術
7―
9
歳
3
名
集
団
に
対
し
て
行
っ
た
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
（
な
ぜ
手
術
を
す
る
の
か
：
詳
細
の
記
載
な
し
）
術
前
の
処
置
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
術
後
の
処
置
絵
，
医
療
器
具
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
術
前
・
ス
ム
ー
ズ
に
術
前
処
置
が
進
み
，
手
術
室
へ
入
室
で
き
た
．
・
術
後
の
処
置
（
採
血
）
に
対
し
て
，
抵
抗
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
．
・
保
護
者
の
全
員
が
，
説
明
は
必
要
で
，
わ
か
り
や
く
，
聞
け
て
よ
か
っ
た
と
解
答
し
た
．
31
小
山
ほ
か
．
20
06
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
周
辺
疾
患
1―
9
歳
24
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
術
前
の
処
置
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
術
後
の
処
置
絵
本
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
・
学
童
期
の
子
ど
も
へ
の
質
問
紙
手
術
前
手
術
後
・
学
童
期
の
子
ど
も
全
員
が
，
説
明
の
絵
本
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
，
内
容
が
わ
か
っ
た
と
解
答
し
た
．
・
学
童
期
の
子
ど
も
5
人
中
4
人
が
，
絵
本
を
読
ん
で
も
手
術
へ
の
心
配
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
解
答
し
た
．
・
保
護
者
の
全
員
が
，
絵
本
が
役
に
立
っ
た
と
解
答
し
た
．
32
松
森
ほ
か
．
20
06
膀
胱
尿
管
逆
流
症
4
歳
1
名
子
ど
も
の
恐
怖
心
や
不
安
を
緩
和
す
る
た
め
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
的
な
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
術
前
の
処
置
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
術
後
の
処
置
模
型
，
人
形
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
・
検
討
会
参
加
者
の
逐
語
録
手
術
前
手
術
後
・
子
ど
も
が
【
自
分
で
描
い
た
人
形
を
説
明
に
用
い
る
こ
と
】
が
，【
説
明
へ
の
参
加
の
導
入
】
と
な
り
【
親
も
子
ど
も
の
説
明
に
参
加
す
る
こ
と
】
に
よ
っ
て
理
解
が
促
さ
れ
【
医
療
者
と
の
関
係
性
を
促
進
す
る
要
素
】
と
な
っ
て
い
た
．
33
高
林
ほ
か
．
20
06
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
2―
6
歳
15
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
な
し
術
前
の
処
置
術
後
の
処
置
や
疼
痛
時
の
対
処
法
，
退
院
後
の
生
活
絵
本
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
手
術
前
・
子
ど
も
は
，
注
射
，
食
事
，
浣
腸
，
退
院
後
の
生
活
の
ペ
ー
ジ
に
興
味
を
示
し
た
．
・
保
護
者
は
，
絵
本
に
よ
っ
て
術
前
後
の
処
置
や
退
院
後
の
生
活
制
限
等
に
関
す
る
理
解
度
が
増
し
た
と
解
答
し
た
．
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N
o
著
者
，
発
表
年
対
象
者
の
選
定
基
準
年
齢
対
象
数
研
究
目
的
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
方
法
評
価
時
期
主
な
結
果
時
期
主
な
内
容
ツ
ー
ル
生
理
指
標
心
理
量
行
動
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
そ
の
他
手
術
目
的
術
前
の
体
験
術
後
の
体
験
34
外
賀
ほ
か
．
20
05
術
後
に
体
幹
ギ
ブ
ス
固
定
を
す
る
整
形
外
科
手
術
5―
6
歳
3
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
（
疾
患
：
詳
細
の
記
載
な
し
）
術
前
の
処
置
術
後
の
処
置
，
ギ
ブ
ス
装
着
中
の
生
活
に
つ
い
て
紙
芝
居
な
し
な
し
な
し
・
保
護
者
へ
の
質
問
紙
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
・
子
ど
も
は
，
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
，
治
す
場
所
が
わ
か
り
，
頑
張
れ
る
と
行
動
や
言
動
で
示
し
た
．
35
中
堀
ほ
か
．
20
04
膀
胱
尿
管
逆
流
症
で
尿
道
狭
窄
4
歳
1
名
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
，
子
ど
も
が
手
術
に
つ
い
て
理
解
し
，
処
置
や
検
査
が
穏
や
か
に
受
け
れ
る
こ
と
，
保
護
者
が
安
心
で
き
た
か
検
証
す
る
こ
と
．
手
術
前
手
術
後
な
し
術
前
の
処
置
術
後
の
検
査
や
処
置
紙
芝
居
な
し
な
し
な
し
・
看
護
師
に
よ
る
参
加
観
察
手
術
前
手
術
後
・
術
前
の
処
置
は
，
泣
い
て
も
暴
れ
る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
．
・
術
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
，
そ
の
日
に
何
が
行
わ
れ
る
か
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
．
・
術
後
の
処
置
は
，
泣
い
て
暴
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
，
処
置
後
に
遊
ぶ
こ
と
で
，
す
ぐ
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
．
V
A
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B
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A
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本
版
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T
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A
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Sc
al
e
対
象
文
献
一
覧
1
）
涌
水
理
恵
．（
20
14
）．
研
究
・
調
査
・
実
践
レ
ポ
ー
ト
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
用
い
た
家
庭
で
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
麻
酔
を
受
け
る
幼
児
と
保
護
者
に
与
え
た
効
果
　
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
に
よ
る
検
討
．
小
児
看
護
，
37（
11
），
14
22
―1
42
9．
2
）
涌
水
理
恵
他
．（
20
06
）
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
用
い
た
家
庭
で
の
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
手
術
を
受
け
る
幼
児
に
与
え
る
効
果
　
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
に
よ
る
検
討
．
医
療
と
社
会
，
16（
2）
，
18
3 ―
20
2．
3
）
佐
々
木
佑
華
他
．（
20
10
）．
眼
科
手
術
を
受
け
る
患
児
と
保
護
者
に
遮
蔽
経
験
を
取
り
入
れ
た
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
．
日
本
看
護
学
会
論
文
集
　
小
児
看
護
，
41
，
45
―4
7．
4
）
後
藤
真
千
子
他
．（
20
10
）．
外
来
・
病
棟
・
手
術
室
が
連
携
し
て
行
う
術
前
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
．
小
児
外
科
，
42（
4）
，
33
0 ―
33
8．
5
）
稲
垣
景
子
他
．（
20
09
）．
子
ど
も
と
家
族
の
気
持
ち
を
数
値
化
し
た
試
み
　『
の
り
ぞ
う
』
を
用
い
た
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
．
日
本
看
護
学
会
論
文
集
　
小
児
看
護
，
40
，
99
―1
01
．
6
）
寺
島
佐
苗
他
．（
20
08
）．
子
ど
も
に
対
す
る
術
前
プ
リ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
　
保
育
士
に
よ
る「
妖
精
の
話
」
を
実
施
し
て
．
日
本
看
護
学
会
論
文
集
　
小
児
看
護
，
39
，
19
1 ―
19
3．
7
）
鈴
木
祐
華
他
．（
20
07
）．
小
児
手
術
に
お
け
る
プ
リ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
の
検
討
．
日
本
手
術
看
護
学
会
誌
，
3（
1）
，
22
―2
4．
8
）
宮
崎
彰
子
．（
20
15
）．
手
術
を
受
け
る
小
児
の
不
安
を
軽
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5）評価方法
　実験・準実験研究の評価指標は，生理指標，心理量，
行動アセスメント方法を用いて効果を検討していた．生
理指標は，周手術期の体温，脈拍，呼吸数，血圧値を
用いているものが2件であった．心理量は，子ども自身
がフェイススケールを用いて評価している報告が4件で
あった．自作の質問紙は1件であった．保護者から見た
子どもの気持ちを，VASを用いて評価している報告が2
件であった．一部の学童期の子どものみに，State Trait 
Anxiety Inventory Childrenを用いて評価している報告
が，1件であった．行動アセスメントは，Post Hospital 
Behavior Questionnaire（以下，PHBQ）を用いた評
価が2件，自作の不安や表情などのスコアを用いたも
のが2件であった．看護師による評価は，Behavioral 
assesment scalに自作の様子スコアを追加して評価して
いるものが2件，自作の不安や表情などの得点による評
価が2件であった．その他は，保護者自身の不安につい
てState-Trait Anxiety Inventoryやフェイススケールを
用いて評価している報告が4件，保護者の満足度の調査
をしているものが1件，自由記述の内容を分析している
ものが1件であった．
　その他の研究の評価指標は，看護師による参加観察法
や保護者から見た子どもの様子や保護者自身の気持ちを
聞いて評価しているものが24件と多く，子どもから情
報を得ているものが4件と少数であった．
2．プレパレーションとその効果
　プレパレーションの内容別に見ると，術前に子どもが
体験するものは13件，手術前後の子どもが体験するも
のは10件，手術目的を含むものは9件，術後に子どもが
体験するものは2件あった．
　以下，プレパレーションの内容別にプレパレーション
とその効果をまとめた．
1）術前に子どもが体験するもの
　プレパレーション内容が，術前に子どもが体験するも
のについて説明しているものは13件であった．入院前
もしくは手術前に，術前の絶飲食時間などのスケジュー
ル，病棟や手術室内で受ける点滴やバイタルサイン測定
などの処置，手術室の環境の紹介が行われていた．使用
されているツールは，絵本，紙芝居やパンフレットといっ
た紙媒体，DVDによる映像媒体，パペットや実際に使
用する医療器具であった．なお13件中4件が実験・準実
験研究であった．
　涌水（2014）は，計画手術を受ける子どもとその保護
者の心理的混乱をエンドポイントとし，自宅でのDVD
視聴の有無を主とするプレパレーションの効果を，生理
指標，心理量，行動アセスメント法を用いて，ランダム
化比較研究を実施し，介入効果を明らかにした．
　鈴木，今堀，迫田，関根（2007）は，全身麻酔下で手
術を受ける子どもの不安をエンドポイントとし，紙芝居
を主とした手術室看護師によるプレパレーション効果
を，手術室入室から麻酔導入時までの子どもの表情を
VASの5段階評価で比較検討した結果，介入群の方が有
意に肯定的な表情であったと報告している．
2）術後に子どもが体験するもの
　プレパレーション内容が，術後に子どもが体験するも
のは2件であった．手術前に，術後のドレーン挿入や眼
の遮蔽管理が必要となる手術を受ける子どもに行われて
いた．使用されているツールは，医療器具，人形（ぬい
ぐるみ）であった．なお2件中1件が実験・準実験研究
であった．
　佐々木他（2010）は，術後に眼帯による遮蔽する子ど
もとその保護者の心理的混乱，恐怖心をエンドポイント
とし，外来での看護師によるぬいぐるみと眼帯を用いた
説明と自宅での遮蔽練習を主としたプレパレーションの
有無で比較検討した結果，介入群の子どもの心理的混乱
は退院時で有意に低く，恐怖心は術後帰室時と術後5時
間で有意に低かったと報告している．
3）手術前後の子どもが体験するもの
　プレパレーション内容が，手術前後に子どもが体験す
るものについて説明しているものは10件であった．手
術に伴う前後の処置やスケジュールについて説明されて
いた．10件のうち3件は，術後に痛みや苦痛が伴うこと，
それに対する対処法について説明されていた．使用され
ているツールは，絵本，紙芝居やパンフレットといった
紙媒体，DVDによる映像媒体，パペットや実際に使用
する医療器具であった．なお10件中1件が実験・準実験
研究であった．
　稲垣，加藤，宮地，高橋（2009）は，子どもとその保護
者の恐怖心をエンドポイントとし，手術前に，手術前後の
処置や退院後の注意事項に関する内容の説明を主とした
プレパレーションの効果を比較検討した結果，子どもの恐
怖心は介入群の方が有意に低かったことを報告している．
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　石川（2007）は，子どもが手術に対して前向きに取り
組めることを目指したプログラムを考案・実施し，手術
に対する準備状況・取り組みの実際から，効果を検証し
た結果，【手術に前向きに取り組めた群】と【手術後の
苦痛の表出や痛みへの対応がうまくできなかった群】に
分かれた．【手術後の苦痛の表出や痛みへの対応がうま
くできなかった群】は，入院までの保護者の説明や希望
により，手術後の疼痛の可能性やその対処方法の説明を
手術前の援助では行わなかったケースであったと報告し
ている．
4）手術目的を含むもの
　プレパレーション内容に手術目的を含むものは9件
あったが，説明内容が具体的に記述されているものは，
2件であった．手術を受ける理由もしくは必要性，疾患
についてと，手術前後に子どもが体験するものについて
説明されていた．使用されているツールは，絵本，紙芝
居やパンフレットといった紙媒体，人形，模型や実際に
使用する医療器具であった．なお実験・準実験研究は0
件であった．
　菊池，高橋，立花（2012）は，手術の目的や手術前後
に子どもが体験することについて，子どもが好むと思わ
れるキャラクターの絵を用いた絵本を作成し，読み聞か
せしてきてもらうことで，子どもと保護者の理解が促進
されることを狙いとした介入を行っている．手術目的に
関する内容は，アデノイド切除術や口蓋扁桃摘出術を受
ける子どもに対して，「バイキンがついて熱が出る，喉
が痛くなる，いびきが大きい，入眠中に息が止まる」と
いった内容が，口を大きくあいたキャラクターの絵と共
に記入されている．さらに，手術前後の処置やそのスケ
ジュール，術後の診察についても記載されていた．評価
は，手術前，術後2日目および退院日に，看護師による
参加観察と保護者へのインタビューの内容で行ってい
る．手術前後の処置時に暴れることや，手術室で泣いた
子どもはいなかったと報告している．
　宮崎（2015）は，アデノイド切除術および口蓋扁桃摘
出術を受ける子どもの不安を軽減することを目的とした
プレパレーションを，紙芝居を用いて行った効果を検討
している．説明内容として，手術目的は，バイキンをやっ
つけるためと伝えられたと報告されている．手術前後の
処置や，術後の疼痛コントロールについては，具体的な
説明内容の記述はなかった．評価は，看護師による参加
観察法で，入院中の子どもと保護者の言動や行動の分析
で行われている．結果は，子どもがツール内の点滴の絵
を見たときは，驚く様子があったが説明すると落ちつい
たこと，点滴挿入時は涙目になるが暴れずに終了できた
こと，手術室での母子分離はスムーズであったが，麻酔
覚醒時は激しく泣いたこと，術後の処置はスムーズに実
施できたことが報告されている．
Ⅳ．考　　察
　本研究は，1995年から2016年の間に報告された，日
本で計画手術を受ける子どもに対するプレパレーション
効果に関する文献を検討した．
　手術を受ける子どもに対するプレパレーションの効果
は，心理的混乱，不安や恐怖心の軽減といった情緒，対
処能力や協力行動といった行動，理解や納得の具合から
検討されており，プレパレーションの実施の有効性が示
されていた．しかし，評価法に使用している尺度の共通
性がないこと，実験・準実験研究による報告は35件中7
件で，対照群を設けて，効果を比較検証しているものは，
数が少ない状況が現在も継続しており（涌水，上別府，
2006a，吉田他，2005），結果の信頼性の検討や結果を統
合し関連要因を明らかにすることはできなかった．介入
効果の評価は，エンドポイントの設定を行い，セルフレ
ポート法，行動観察アセスメントや生理的・内分泌学的
評価法などを組み合わせて行うことが必要であると言わ
れている（田中，2006）．今後は，客観的な指標を用い
た結果を導くために，海外で開発された尺度の利用や日
本版尺度の開発が必要であると考える．
　プレパレーションの内容は，手術目的，術前や術後に
体験することなどについて伝える必要があると言われて
いる（田中，丸，2016）．しかし，手術目的を説明して
いる報告は数が少なく，プレパレーション内容の具体的
な記述も少なかったため，詳細な検討はできなかった．
術前後に体験することに関する説明内容の記述も同様の
傾向であった．特に，手術は痛みや出血を伴う可能性が
高いが，記載されていないものがほとんどであり，検討
ができなかった．より詳細に記述することで，結果を統
合して効果が検証できたり，追跡研究が可能となるため，
正確な情報を残しておくことが望まれる．
Ⅴ．まとめ
　日本で計画手術を受ける子どもに対するプレパレー
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ション実践に関する研究の動向と，子どもに対する説明
内容およびその効果に焦点を当てた分析を行った．その
結果，計画手術を受ける子どもに対して行うプレパレー
ションの有効性が示されているが，手術を受ける子ども
に対するプレパレーション実践に関するエビデンスを確
立するために，実験・準実験研究による検討が必要であ
る．
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